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「被災地支援に求められること」

基幹相談支援センターアクロス通信基幹相談支援センターアクロス通信

スタッフ紹介

熊本県で災害が発生した時に今後考えるべき
事項として…
◆各ブロック（圏域ごと）に拠点として協力いただ
ける事業所を複数登録しておく。
◆最新の地図を準備しておく。更新する。
◆災害時マニュアルやツール作成も重要だが、それ
らを使いこなせる人材を育成する。
◆リーダーや各ブロック理事と顔の見える関係づ
くりを行う。　
　など、①組織体制、②人材、③支援環境・移動
等、④ツール・システム・研修等、⑤スキル
（調査・配慮等）、⑥人材、⑦経験値、⑧メンタル、
⑨連携、①～⑨のカテゴリごとに報告された。

「氷川相談所」を開設しています！

1月  9日  熊本県県南相談支援事業連絡協議会参加 講義・GW
1月14日　居住支援協議会設立に向けた勉強会
1月14日　氷川町民生委員・児童委員協議会　１月定例会
1月16日　八代圏域障がい者支援協議会相談支援部会
　　　　　「災害シュミレーション」
1月16日　八代圏域障がい者支援協議会運営会議
1月17日　氷川相談所
1月18～19日
　　　　　日本相談支援専門員協会 災害支援検証会議
1月27日　就労支援セミナー

#舌踊る至福のごほうび

09VOL.

相 談 員 むらかみ ゆい
#ご覧の方へ一言

2025年 3月 5日発行

#業スーのホットク　
#シャトレーゼのビスキュイ
#差し入れはいつでもOK

　１月７日、TKP熊本カンファレスセンターにて日本
相談支援専門員協会 災害支援検証会議が行われまし
た。　熊本県からは大島会長より、熊本地震と県南豪
雨の報告（熊本地震ではNSKからの全面協力のもとで
支援が展開できたこと、県南豪雨はコロナ禍で他県か
らの支援が受けられない中、熊本地震のノウハウを生
かし支援が展開できたこと）がなされた。また、現在
県協議会としての取り組みについて報告された。

毎週土曜日に出勤しており、あくろスペース
を担当しています。一緒に楽しみつつ落ちつ
ける空間を作っていきたいです♪

日本相談支援専門協会 災害支援検証会議

〈支援を通して感じたこと〉
　刻一刻と変わり続けるオーダーに対する、レスポン
スの大変さ、全国から支援に入りたい専門員の調整や
苦情対応をされている現状を間近で感じた。「他県か
ら入る専門員の役割は、「現地の相談員・被災者に寄
り添う」ことがミッションであることを自分の中で唱
え続け、活動に徹した。　　　

石川県能登半島地震災害に
関する被災地支援派遣報告

※今回の被災地支援派遣には、アクロスより専門員１名
　が参加している。

基幹相談支援センターアクロス

場所：氷川町役場　相談室
時間：13：30～16：00
開設日【３～6月】▽
3月14日（金）、4月18日（金）
5月16日（金）、6月20日（金）

※予約優先制です。相談をご希望の方は、氷川町役場
福祉課までお申込みください。☎0965-52-5852


